
黄金比分割の作図 
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右図において AB＝√5 − 1 

AC＝√5 + 1 
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AB＝√5 − 1であるから、 
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よって、 
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したがって、直線 DBは 
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これと円との交点は、 
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したがって、OD：DE＝1：2 

また、BC＝2だから、DG＝
4
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よって、DEFGは正方形 

したがって、 

半径 2の円と半径 1の円による黄金分割と、半径 2の半円とそれに内接する正方形による黄金分割の作

図は交点を共有することが分かった。 

 

 

2 

2 O 

C 

B 

A 

1 

D O 

C 

B 

A 
2 

F E 

G 


